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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

4月16日～30日
16日（火） 第68回河北ランド定時株主総会

17日（水） 退任行政相談委員感謝状贈呈式、とみや国際スイーツ博覧会実行委員会、来客応対

18日（木） 春の交通安全県民総ぐるみ運動富谷市推進会議、富谷市保育連絡協議会総会、富谷市消防団幹部会議、来客応対

19日（金）
取材対応、富谷市民生委員児童委員協議会定例会、黒川地区
防火管理協議会定例総会、富谷ライオンズクラブチャーター
ナイト20周年記念式典、富谷市農業委員会歓送迎会

20日（土） 100歳お祝い訪問、第4回新しい東北観光シンポジウム、祭田あったか炭クラブ総会懇親会

21日（日） 日吉台二丁目町内会総会、ひより台一丁目町内会総会、富ケ丘こだま会総会、はにかむ富谷旗作り、第二期富谷塾開塾式

22日（月） 庁議、とみや放課後児童クラブ運営団体会議、富谷市農作物有害鳥獣対策協議会総会、来客応対

23日（火） 献血推進協議会総会、健康推進員定例研修会、中部長生会総会、仙台河川国道事務所訪問、富谷の桜を愛でる会、来客応対

24日（水）
黒川地区婦人防火クラブ連合会総会、定例記者会見、富谷市
統計調査員協議会総会、宮城県消防協会黒川地区支部総会・
懇親会、来客応対

25日（木） 富谷中学校運動会、富谷市手をつなぐ育成会定期総会、宮城県市長会議

26日（金） 辞令交付式、富谷第二中学校体育祭、富谷市行政区長会議・懇親会、来客応対
27日（土） 2019富谷市少年少女発明クラブ開講式
28日（日） あけの平歌う会

29日（月） ㈱プロジェクトウサミ会社設立25周年・新社屋落成記念トークイベント

5月1日～15日
1日（水） 皇太子殿下の御即位と天皇陛下の御退位に係る記帳所
3日（金） TOMIYA�CUP中学生春季ソフトテニス大会

6日（月） 2019第14回富谷市ターゲット・バードゴルフ近隣友好大会、第6回富谷市民ゴルフ大会表彰式
7日（火） 庁議、富谷市鳥獣被害対策実施隊委嘱状交付式、来客応対

8日（水） 令和の梅改元記念植樹式、富谷市教育研究会研修会総会、富谷市自衛隊家族会懇親会

9日（木）
富谷市精神障がい者家族会やおき会総会、黒川地区犯罪者予
防更正協会総会、保護司会黒川分会総会、仙台建設業協会定
時総会懇親会、来客応対

10日（金）

春の交通安全県民総ぐるみ運動富谷市出動式・成田ファース
トステージ、退公連富谷市黒川郡支部総会、企業訪問、山元
町役場新庁舎開庁式、東向陽台・明石台地区青少年健全育成
連絡会総会、富ケ丘地区青少年健全育成連絡会定期総会、来客
応対

11日（土）
第15回杜の都ペタンク交流大会、春の山野草展示会、富谷市
スポーツ少年団結団式、富谷市PTA連合会総会・懇親会、第
13回田園ランタン

12日（日） 四季学校まなむすめ田植え隊、第4回みんなのマルシェ

13日（月） 春の交通安全運動市内巡回、庁議、全員協議会、黒川地区暴力団追放対策協議会役員会・総会、来客応対

14日（火）
春の交通安全運動市内巡回、富谷市長杯ゲートボール大会、
宮城県治水協会宮城県砂防協会合同通常総会、富谷市防犯協
会総会、来客応対

15日（水）
春の交通安全運動市内巡回、富谷市共同募金委員会役員会、
富谷市赤十字奉仕団委員会、とみやはちみつプロジェクト採
蜜式、会津若松市議会行政視察ごあいさつ、第174回東北市
長会総会

市 長 日 録

　富谷市では、以前より公民館事業に力を入れ
ており、市内には現在６つの公民館があります。
これは、富谷には転入者が多く、新しく住民に
なられた方が、地域コミュニティー活動の拠点
として、公民館を有効に使ってほしいという願
いを込め、各中学校区に施設を作り、事業を推
進してきたものです。
　富谷の公民館活動は、昭和34年以降から活発
に行われていたようです。施設ができる前は、
青空公民館として各地の集会所で、婦人会や青
年団、PTAなどの団体の育成が中心に行われて
いたと｢富谷町誌｣に紹介してあります。その後、
昭和50年３月に旧富谷小学校が改築され、｢富
谷町公民館｣ となりました。これが今の富谷中
央公民館の原型となります。当時からさまざま
な活動や行事の拠点となっていた公民館です
が、私自身の成人式も、このホールで行われた
ことを覚えています。
　ほかにも、公民館について忘れられない思い
出があります。私が富谷町青年団の副団長で活
動していた時、青年団員とバンド仲間が一緒に
｢サマーヤングフェスティバル｣ という音楽の
イベントを企画しました。野外で行う予定で、
たくさんのお客さんや来賓の皆さんもいらっし
ゃっていましたが、開始直前に大雨となり、開
催が危ぶまれてしまいました。しかし、急きょ
公民館をお借りして楽器を移動し、なんとか無
事に開演でき、観客の皆さんも大盛り上がりの
中、イベントを終了することができました。
　今から約35年も前のおおらかな時代のことで
はありますが、公民館の存在の有り難さを実感
し、住民にとって、とても身近で頼りになる場
所が公民館だと、強く実感した出来事でした。
その公民館は、昭和62年４月に今の富谷中央公
民館となりましたが、地域の皆さんにとって、
もっとも身近な場所であることは、今も変わり
ません。
　そして、他の公民館でもそれぞれの特色を生
かしながら、市民の皆さんの交流、地域コミュ
ニティーの形成の場として重要な役割を果たし
ています。学習や交流を通し
て、皆さんの生活の「彩りの
オアシス｣ として、今後も
大いに公民館を利用してい
ただきたいと思っています。

彩りのオアシス

平成から令和へ　新しい時代がスタート
｢令和の梅｣ 改元記念植樹式を開催

　5月８日(水)、新元号「令和」
を記念し、梅の木2本を市役
所の国旗掲揚塔付近へ植樹し
ました。これは、令和の出典
となった万葉集�梅花の歌32
首にちなみ、紅梅1本と白梅
1本を植えたものです。
　市長は植樹式で「未来を担
う富谷の子どもたちが令和の
梅とともに成長すること、そ
して花も咲き実もなる梅のよ
うに、令和の時代も富谷市に
とって、花開き実り多くなる
ことを願っています」とあい
さつしました。
　式には、富谷市議会の相澤議長や富谷市行政区長会の平岡会
長、富谷幼稚園の園児など約100名が参加し、「令和の梅」の植
樹を見守りました。

皇太子殿下の御即位と天皇陛下の御退位に伴い
記帳所を設置

　5月1日(水)と5月7日(火)の2日間、市役所市民交流ホールにお
いて、皇太子殿下の御即位と天皇陛下の御退位に際し、市民の
皆さんからの祝意と謝意をお受けするための記帳所を設置しま
した。
　記帳に訪れた方は、
約140名。御記帳いた
だいた芳名録は、宮城
県を通じて宮内庁へ届
けられました。

令和元年度の行政区長を紹介します 問市民協働課　☎358-3250

︵
敬
称
略
︶

　4月26日（金）、今年度の第1回目となる行政区長会議が開催されました。今年度の市政運営へのご協力、よろしくお願いします。
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富谷市長

若生 裕俊


